
3款　3項　4目

【会計】一般会計

3款：民生費　3項：児童福祉費　4目：保育園費

154

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

481,746千円 1,357千円 1,357千円 27,962千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

4 共済費

社会保険料 33,491千円

7 賃金

用務補佐員賃金 12,089千円

保育士補佐員賃金 210,545千円

保育支援員賃金 54,440千円

看護師補佐員賃金 18,770千円

調理員賃金 52,327千円

11 需用費

消耗品費 4,094千円

燃料費 10千円

光熱水費 28,821千円

修繕料 3,640千円

賄材料費 65,742千円

12 役務費

臨時職員に係る社会保険料

用務補佐員賃金（7人分）

保育士補佐員賃金（90人分）

保育支援員賃金（26人分）

看護師補佐員賃金（7人分）

調理員賃金（28人分）

給食用消耗品　等

発電機用ガソリン代　等

保育園電気・ガス・上下水道料

事業の目的

・保育の必要性がある乳幼児を保育し、健全育成・児童福祉の増進を図ります。
・施設管理運営(各種保険料・検査手数料・施設修繕・保守点検・委託料等)の水準を確保します。

事業の効果

・保育の必要な児童に、適切な保育を提供することができます。
・入園児童の処遇及び保育環境の向上が図られます。
・延長保育や一時預かり、乳児保育事業など多様化する保育のニーズに応じた事業が実施できます。

節 説明

事業の概要

・保育の必要性がある乳幼児を保育し、健全育成・児童福祉の増進を図ります。
・施設管理運営(各種保険料・検査手数料・施設修繕・保守点検・委託料等)の水準を確保します。
・佐倉保育園園舎賃貸借契約を継続し、安全かつ良好な環境で保育を実施します。

平成30年度　当初予算要求事業内容説明書

第1章　思いやりと希望にみちたまちづくり

施策3　保育・子育て支援事業を充実します

事業 保育園管理運営事業

担当所属 子育て支援課

予算要求額
（財源内訳）

512,422千円

基本施策3　子育て支援の充実

保育園施設・物品の修繕のための経費

保育園給食食材費



通信費 1,288千円

手数料 2,001千円

保険料 473千円

13 委託料

施設維持管理委託料 1,010千円

清掃委託料 663千円

コンビニ収納委託料 200千円

収納データＯＣＲ読取委託料 25千円

収納データ取りまとめ委託料 44千円

口座振替委託料 152千円

14 使用料及び賃借料

土地賃借料 85千円

建物賃借料 19,457千円

入場料、入園料 10千円

放送受信料 453千円

16 原材料費

保育園管理用原材料費 399千円

18 備品購入費

庁用器具費 1,750千円

図書購入費 70千円

19 負担金補助及び交付金

日本スポーツ振興センター負担金 373千円

512,422千円

【活動指標・成果指標】　

指標名 平成30年度計画値

公立保育園数 7園

保育園（7園）に係る電話料

保育園職員腸内細菌検査に係る検査手数料（4,116件）　等

一時預かり・園庭開放に係る賠償責任保険　等

保育園施設維持管理委託料

保育園清掃委託料

保育料コンビニ収納委託料

保育料収納データＯＣＲ読取委託料

保育料収納データ取りまとめ委託料

保育料口座振替委託料

南志津保育園に係る土地賃借料（330.64㎡）

佐倉保育園に係る園舎賃借料

実費徴収に係る補足給付経費

CATV・NHK放送受信料（7園）

砂場補充用砂代　等

保育園備品の購入に要する経費

保育園図書の購入に要する経費

日本スポーツ振興センター（保険）加入負担金

計

公立保育園定員数 828人

延長保育事業(20時まで)実施公立保育園数 6園

一時預かり事業実施公立保育園数 4園

乳児保育事業実施公立保育園数 6園

通常保育利用状況 11,000人

障害児保育事業利用状況 5人

地域子育て支援拠点事業利用状況 11,000人

延長保育利用状況 500人

一時預かり利用状況 4,000人

乳児保育事業(生後57日目からの預かり)利用状況 2人


